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山崎　この「さんぐりあ」は1,000部発
行していますが、月刊「ボラみみ」は１万
部発行しているそうですね。市民活動や
ボランティアに興味がない人も一度は
見かけたことがあると思います。
　どのようなきっかけで始めたのでしょ
うか。
大田　私が高校３年生の頃に福祉関
係のボランティアサークルをしていて、
現代表の織田元樹と知り合いました。
私たちの団体が、札幌で発行されてい
た「ボラナビ」というボランティア情報誌
に紹介される機会がありました。その
「ボラナビ」にはいろいろなボランティア
情報が載っていて、コンビニなど普段よ
く行く店に置かれていました。こんな冊
子が愛知にも必要だと思いました。そし
て1999年に織田と私を含む４人で「ボ
ラみみより情報局」を立ち上げて、2000
年に創刊号を発行しました。以来私は
福祉施設に勤務しながら理事としてボ
ラみみを運営しています。
山崎　労力を提供したりモノを送るの
がボランティアとされていた時代に、情
報を扱ったというのがとても先進的な
取り組みだと思います。置いていただけ
る場所を探すのも苦労したのでは？
大田　社会福祉協議会のような公的
機関にはボランティア情報があるわけ
ですから、そこにたどり着かない層に訴
えたいと思いました。そのため地元スー

パーや高校・大学など１軒ずつ回って
お願いしました。市役所や区役所は最
初は断られていたのですが、少しずつ実
績が増えて置けるようになりました。現
在は愛知県内を中心に700箇所以上
に置かさせていただいています。
山崎　ボランティアに関心が少ない方
は、わざわざボランティア情報を探した
りしませんよね。そういう層に読んでもら
って行動を起こしてもらうのはとてもい
い考えだと思います。

山崎　名古屋NGOセンターは中間支
援団体なので、何かと何かをつなぐだ
けで財源はどこからもきません。ボラみ

みさんもボランティアで編集するにして
も印刷費がかかりますが、無料で配布
していますし紹介する団体から掲載料
をもらうわけにもいきませんよね。収入
はどうしているのですか？
大田　最初は織田が自分の貯金を崩し
て発行していました。次第に行政からも
信頼されて事業を受託することができ
て、職員も雇用することができるように
なりました。最初の５年は赤字でしたが、
どんなに苦しくても10年は続けるつもり
で基盤を作ったところ、市民活動センタ
ーの運営や企業からの受託もするよう
になりました。その企業は社員の社会貢
献の場としてボランティアを勧めている
ものの、どの団体を勧めればいいのかノ
ウハウがなかったので、場を作る事業を
行いました。
山崎　企業との連携は参考になります
ね。
大田　またボランティアの力も必要です。
職員だけではボラみみを発行したり、事
務局を運営することはできません。ホー
ムページを作れる方とか、企業での営
業スキルを生かせる方など、今では80
人のボランティアさんが活躍しています。
　新しいボランティアさんを受け入れる
ときは、しっかり面接をしてどういうこと
をしたいのか聞いています。最初は「何
でもやります」という方が多いのですが、
それぞれの社会経験、人生経験を踏ま
えながらやりたいことが明確になってい
きますし、そういう経験が生きると活動
が広がってきます。ボラみみを発行して

17年になりますが、メンバーの意見を
聞いて冊子の内容を少しずつ変えてい
ます。前半の特集やインタビュー記事も、
メンバーが興味のあることを自分たちの
目線で作っています。
山崎　ボラみみさん自体がボランティア
活動のモデルになっていますね。

山崎　これを読んでいる団体の方も、
ボラみみでボランティアを募集した経験
があるかもしれまんね。ボラみみに掲載
してもらうとき、気をつけたいポイントは
ありますか。
大田　いつでも来てほしいというのが
本音かもしれませんが、「常時募集して
います」というより「○月〇日のイベント
をするのに人手が足りないので手伝っ

てください」とか、「障害者の方と一緒に
遊びましょう」とか、ボランティアに頼み
たいことを具体的に書くと応募が増えま
すね。
　また、せっかく来てくれたボランティア
が、以前からその団体で活動している
方となじめずに去っていくこともあるか
もしれませんが、新しく来てくれた方を
快く受け入れる雰囲気づくりが大切で
すね。
山崎　出会いの場をボラみみさんがセ
ットした次の、ちょっとやってみる「ちょ
いボラ」をどのように「本気のボラ」とい
うセカンドステージに誘うのかが、団体
の手腕の問われるところです。応募すれ
ばどの程度載せてくれるのでしょうか。
大田　最近は大変多くの応募があり、
全て掲載することはできません。「みみ
ライン」というインターネット版ではい
ただいた情報を全て載せており、紙媒
体のボラみみはそこからの抜粋になり

ます。正会員や賛助
会員になっていただ
ければ紙面の掲載
を優遇する制度が
あります。
山崎　この「さんぐ

りあ」も今号から名古屋NGOセンター
のＨＰにPDFを掲載することにしました。
ネットだと経費もあまりかかりませんし、
特に若い世代になじみやすいというメリ
ットがあります。紙媒体とネット媒体の
使い分けはどうお考えですか。
大田　ネットはやはり積極的にアクセス
してもらう必要があるので、紙媒体も継
続していきたいと思います。一方「みみラ
イン」は情報が新鮮ですし日付順に並
んでいるので、応募するボランティアに
とっても使いやすくなっています。［編
注：原稿締切時点で登録団体484団体、
ボラ募集73件掲載］。ボランティア側が
スキルややりたいことを登録しておくと
団体からお誘いのメールがくる「スカウ
トメール」というサービスも行っています。
山崎　名古屋NGOセンターの事務局
は名古屋YWCAビルの７階、ボラみみ
さんは６階と同じ建物です。以前のコン
ビ本陣の時も、その前の笹島の本田ビ
ルの時も同じ建物でした。スタッフ同士
よくランチに一緒に行くと聞いています。
そういったところから情報交換やつな
がりが生まれると思います。今日はあり
がとうございました。
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